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ソビエトのレクリエーション・社会教育

まえがき 1 1歳から 15歳までの少年φ女のピオネール、

ソビエトのレーニン記念ソ連邦ピオネール組 1 6歳から 28歳までのコムソモールがあり、

織{以下、ピオネール)は 10歳から 15歳ま これらはいずれも共産覚の指導の下に置かれて

での少年少女の課外活郵組織である。その独特 いる点から、政治、思想教育のー形態である。

な組織と活郵、運営制度によって諸外国の青少 しかし、 11裁から 15歳までの少年少女を対

年組織の中でも、特出したものとなっている。 象としたピオネールは従来の位置付げとしての

特に、東欧・アジアの社会主義諸国でソビエト 政治、思想教育の揚としての解釈の外に、義務

のピオネールを原形にした少年少女の課外活動 教育と同等、あるいは、ある面では義務教育以

組織が創設されている点を見ても、ソビエトの 上に高い位置付けに置かれた教育機関としての

ピオネールが社会主義諸国の課外教育制度の原 役割が与えられていると推測される。

形として重要な位置にある。 ソビエト共産免の指導の下に置かれたピオネ

本研宛の目的はソビエトのピオネールの施設 ールの役割は将来のソビエトを主岳う健義なソピ

で実施されている繊々な活動と組織の運営制度 エト国民を育成することであり、しいてはソピ

を朗らか托することによって、ソビエトの社会 ヱト共産党員の候補となるコムソモール員の養

教育制度の一掃を解明しようとするものである。 成である。このため、ピオネールの組織と運営

に関しては共産免の全面的な支援と指導の下に

研宛の方法 ピオネールの上部組織コムソモールが当る形責

1)文献資総の収集と分析 となっている。さらに、ピオネールの活動の揚

2 )ソ達人留学生からのヒアリング調査 となる施設とそれを支える人員は職業別労働組

ヒアリング調査は、 19 8 1年 10月から 合の全面的な援助と協力によって成り立ってい

198 2年 7月にかけて東海大学に留学し る。この様に、児童・育少年の課外教育に共産

ていたモスクワ大学学生に対して行った。 免が深く関与している点はソビエトの社会教育

ヒアリングは、ピオネールの活動と組織運 制度の特長と考える。

営を中心に、文献上では明らかにされてい

ない細部について具体的な説明を求めた。 2)ピオネール組織への支援制度

これまでのピオネールに関する研究には、ピ コムソモールと職業別労働組合のピオネール

オネールの成立と発展の過程を中心にした歴史 への支援体制は次の制度からなる。

的研究と共産免の下部組織とレての思想の研究 コムソモールはその指導の下に置かれている

に重点が置かれてきた。この研宛では従来の研 中等学校のピオネールの部屋へコムソモール員

究では明らかにされていないピオネールの施設 を派遣する。派遣されたコムソモール員はピオ

と活動、さらに、組織の運営制度について、文 ネール隊長として放課後、課外活動のために築

献資棋を基に研宛を進め、文献上では明らかに まって来るピオネール員の指導をする。音楽大

されてない細部についてソ達人留学生の具体的 学、体育大学等の教員養成課程を有する大学は

な説明を基に検証を行うという方針を取った。 教育実習として夏季のピオネールキ T ンプヘピ

オネール隊長として学生を派遣する。そこで学

考 察 生は様々なサークル活動の指導を行う。

1 )ソビエトのピオネールの組織と運営 ソビエトの労働組合は職業別に組織される。

ソビエトの青少年組織は申等学校において行 そして、 1都市に 1業種の工湯・企業が集中す

われる課外活動と密接な関係があり、ピオネー るケースが多い。この様なソビエトの都市では、

ル組織の活動は「青少年のー般教育とともに統 中等学校、ピオネール組織の周辺に位置する食

ーされ、一体をなすものである J (ゐ}と考えら 業、工揚、大学等の諸機関が中等学校、ピオネ

れている。 ールの後援団俸となって活動資金、施設、人初

ソビエトの青少年組織には、 7歳から 10歳 等の援助を行う制度が完at.している。これをシ

までの沼章を対象としたアクチヤブリヤー夕、 エフ(;後援団体)と言い、ソビエトの課外活動、
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社会教育施設運営の基本的体制となって確立し る制度が生まれたと推測される。さらに、都市行

ている。 財政の面から言えば、都市住民の文化施設、教育

中等学校、ピオネールとシェフの関係を絡ん 施設網の整備費の支出削減のため、労働組合、企

だ企業、工場等はその身働組合と共にピオネー 業にその費用の支出を請負わせる制度でもある。

ルへの援助を行う。 しかし、地域住昆である労働者の視点から見れば

ピオネールキャンプの開設の手順を検証する ピオネール等の子供達の教育施設の計費を自分達

ならば、夏季のキャンプ実施前にシェフの関係 が担っているとの自覚が生まれてくるのと共に、

のある企業・工場に中等学校から連絡があり、 住民が労働組合を通して支出された組合資が自分

その年、学校のピオネールキャンプの援助を求 達のために還元されていることを意味するこの制

められる。この結果、企業・工場とそのタ働組 度は、地域住民に社会教育施設完備のための理解

合はピオネールキャンプへのコムソモール員( を求める}助となっている。

企業・工場の職員でコムソモール員となってい

る者)の派遣、並びに、医師、調理師の派遣等 3 )ピオネールの活動と指導者

を要請される。さらに、中等学校が常設のピオ ピオネールはその活動のために、多くの趨類の

ネールキャンプを所有していない場合は、企業、 施設を所有している。その施設には次のものがあ

工湯、強働組合がその施設をピオネールキヤン る。

プとして提供することもある。企業・工場はそ ピオネールキャンプ

の青年強働者{コムソモール員}を、ピオネール ピオネールの家

隊長養成の講習会に派遣し、キャンプでの様々 ピオネール宮殿

な活動の指導法を学ばせた後、キャンプへと送 少年技術者ステーション

り出す。 少年自然研究者ステーション

このシェフの制度はピオネールのすべての施 旅行ツーリストステーション

設運営に適用されている。ピオネールの活動の 子供鉄道

拠点であるピオネール宮殿の揚合、ピオネール 児童の海港と船舶会社

員の様々な好寄心を満足させるため、多くの活 若い宇宙飛行士のサークルとクラブ

動と事業が用意されているが、このピオネール 労働と休息のキャンプ

宮殿等の文化施設へは、近隣の大学、あるいは 生徒生産隊

研究所、博物館等の教員と研究者がシェフの制 鬼童音楽芸術学校

度によって派遣されているケースも多い。さら 青少年スポーツ専門学校

には有名なパレリーナ、作家、音楽家などの芸 幼年スポーツ専門学校

術家が指導者として参画している。これはピオ これらのピオネールの施設の特徴は「子供達の

ネール創設当初、指導者が不足した時代に多く それぞれの年齢的特殊性を厳密に考慮して行われ

の第ー線の芸術家が社会奉仕として少年少女の ていることである。技術部門を例にとれば、小学

教育に協力したことが現在も受け継がれている 校の生徒たちはサークルで犠々な材籾{布、針金、

ためである。 ボール紙、木)を用いて作業することを学び、麗々

ソビエトの社会教育施設運営の基本となるこ な簡単な組立部品を使って作業しながら技術のモ

のシェフの制度は、その成立過程、道営制度に デルの作成及び組立ての初歩を習得する。少年少

ついて今後、明らかにされていかなくてはなら 女達はすでに路較的複雑な習熟を身につけ、技能

ない研究課題であるが、このシェフ制度がソピ に親しみ、ー定の方向をもった活動を選択する。

エトの社会において、正に、実社会と教育機関 そして、 15 -1 7歳の上級生になると生徒たち

との関係の円滑化に効果的な役割を果している は{教師、税学者、高等教育施設の教師の指導の

と推測する。これはソビエトの都市開発と都市 もとに)実験作業に参加し、自主的に研究を行い、

経営が社会教育施設網の充実と結び付いている 模型ばかりでなく、実際に動く機械装置や設備を

ためでもある。すなわち、ソビエトではモスク 設計し、製作する。大多数のピオネールの家や宮

ワ、レニングラード等の大都市を除き、新興都 殿、若い技術者ステーション、若い自然研究考ス

市の多くは、 1都市、 1企業という形態がとら テーションには、彼らのために青年制学協会がつ

れ、その企業が都市の基幹産業となるケースが くられ、そこで彼らは考古学、微生物学、分子遺

多い。都市住民が周}企業・工場の身働者であ 伝学、高等数学、計算技術、数理言語学等の分野

ることから、地域の文化施設、教育施設の運営 の活動をしている。ここでは教税外活動のすべて

に企業・工場の労働組合が参画することが出来 は税学と生産に密接に結びついている。上級生た
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ちは、企業、経済組織、高等教育施設、研究鰭設 ピオネ』ルの家にはレーニンの部屋があり、ピ

の諸々の課題を遂行している J(2)このようにソ オネール員はここでロシア革命当時、ポリシエピ
ピエトではピオネールの活動を通して、子供達に キ免で活躍畢した老人と会い、レーニンの話しを聞

幼い時から自分の関心のある税目を自分自身で遠 く、さらに、共産党の政策や国際情勢について説

択レ、活動し、自己の才能や能力を自由にのぼす 朋を受げる。また、見学旅行を言f闘し、レ F ニン

ことが出来る制度を作り上げてきた。この結果、 のゆかりの地や第 2次大戦の跡を見学する。

子供達は自分の才能や能力に合った活動を通して カザフ共和国のオサカーリエフカ村のピオネ←

労働の意義と価値を自然に身につけることが出来 ルの家はコルホーズ農場の協力で趨殺された。こ

あ組織になっている。ピオネールの課外教育組織 のピオネールの家には映画制作所、ラジオ放送局、

の活動を支える政府組織と団体には共産党、コム 飛行機・船舶模型作製室、技術製作室があり、約

ソモール、労働組合、文化省、交通省、海運省、 1 500名のピオネール員が活動している。

ソ連邦機成共和国海運省、河川航行省、任意スポ

ーツ団体、全ソ陸空海軍後援会組織、研究所、税 ピオネール宮殿

学協会、創作連盟があり、さらに学者、税学者、 193 0年代初期、レニングラードの 20 0以

作家、俳優、画家、舞踊家、スポーツマンらの協 よの企業と組織が協力して帝政時代のアニチコフ

カと援助によってピオネールの活書簡は成り立って 宮殿をピオネール宮殿として、子供達に開放した

いる。 このレニングラードのピオネール宮殿に続いて、

「現在、労働組合の組織で少年少女のための活動 193 6年にはモスクワ、さらに、キエフ、ミン

を行っている企業のクラブの図書館は 4400 0 ス夕、タシケント、イワノブオ、スペルドロフス

カ所、各工場、コルホーズ、ソフホーズ附設の技 夕、ノボシピルスクにピオネール宮殿が拐殺され

術クラブが約 1500カ所ある。ソ連邦文化省の た。

子供劇場、音楽学校、美術学校、図書館、プラネ レニングラードのピオネール宮殿の各サークル

タリウム、サーカス、動物園、文化と休息の公園 には 10 0名以上の専任職員がおり、職員は普通
も周童を対象とした活動を実施しており、ソ連邦 申等学校の教員資格を持っている。この職員の勤

交通省は子供鉄道 47カ所、若い技術者ステーシ 務時間は中等学校の授業時間にあわせ、子供達の
ヨン 23カ所ι鉄道員文化宮殿附属クラブ 450 活問]が放課後となるので、中等学校の教師よりも
カ所を運営し、ソ連邦河川及び海軍省は青少年艦 遅い出動となる。この専任教師の外に、中等学校

隊 160、若い水兵クラブ 250、子供河川船舶 の教師を退職した者や音楽、バレエ等の芸術家も

会社 2社を運営しているJ(3)。このようにピオ 非常勤として、子供達の指導にあたっている。

ネールの施設と活動は政府関係官庁と労働組合と レニングラードのピオネ F ル宮殿には技術、税

いう官民合同の協力体制によって設立され、運営 学、防衛、芸術、体育、図書、政治等の活動の部

されている点がソビエトの社会教育施設の運営の 門があり、子供は自分の興味のあるサ F クルに入

特長である。企業・工場が官庁組織と合同で社会 り、週 2回、 1-2時閥単位で活動に参加し、専

教育に参画し、物的、人的援助を行うというソピ 門的な指導を受けることができる。この宮殿のサ

エトの制度は、これまで緊縮財政時にはその予算 ークルと事業には次のものがある。

を削減される対象とされやすい日本の社会教育、 「技術部門

社会福祉、文化施設にとって、今後、参考とする 金属組立、機械仕掛のおもちゃ製作、船・飛行

に値するものであると考える。 機の模型作り、電気工学、短波通信、リモ F ト

次に、ピオネールの代表的な施設について、そ コントロールと自動機械装置、宇宙工学、ロケ

の事業内容を考察する。 ツトの模型作り。

ピオネールの家

ピオネールの家は 1922年にモスクワのハモ

ブニキ区に初めてIIてられた。このピオネールの

家は重工業と経工業の工場に附属の子供クラブが

組織され、その子供クラブをコムソモール員が指

導した結果、設立されることとなった。

ピオネー )vの家は子供達のために多くの活動サ

ークルを組織し、学校教育だけでは十分に実施で

きない課外教育の援助を行っている。
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スポーツ部門

体燥、陸上競技、アクロパット、水泳、水深、

レスリングフリースタイル、ボクシング、フィ

ギュアスケート、チェス、チェッカー、テニス、

サッカー、飛込み、シンクロナイズドスイミン

グ。

芸術部門

歌と舞踊のアンサンプル、合唱団、声楽アンサ

ンプル、独唱サークル、舞踊サークル、民族楽

録オーケストラ、パヤンオ』ケストラ、ブラス



バンド、交響楽団、ピアノ、パイオリン、コン

トラパス、チェロ、クラリネット、木琴等の教

室、絵画、デッサン、彫刻のアトリエ、ぬいぐ

るみ人形、人形劇、演劇、詩の朗読等のサーク

)11。
自然研兜部門

作物栽熔、草花栽培、農業気象学、植物保護、

みつばち飼育、果樹栽繕等のサ』クル、狩猟、

犬種改定、水中生物学と養魚のサークルJ(4) 

ソビエトの義務教育の目的はあくまで国定教税

の知識を与える揚所である。児童・生徒の身心両

面の全面的な発達を目指しながらも、その目的は

税学の基礎知識を与えることである。そのため、

少年少女の才能の発掘とその育成は義務中等学校

の教育目的から外されている。これを補うために

課外教育施設が克実させられていると推察される

実際、ピオネ』ル組織の施設と活動も少年少女

達の才能の発見という教育手段として大きな効果

を上げている。レニングラードのピオネール宮殿

にあるアカデミー会員ブエオブルチエフ記念若い

地質学者クラブは毎年、ウラル、クルミア、パイ

カル特別保護区での実習を行っている。毎年 15 

名から 20名のクラブ出身者は中等学校率業後、

大学の地質学部へ進学している。

イルクーツクのピオネール宮殿では数学、物盟

学、生物学、天文学等の各分野のサークルに 30 

o人以上の大学の教員と研究者、技術者がピオネ
ール員の指導をしている。さらに、キシニョフの

ピオネール宮殿の生物学サークルは国立モルダピ

ア大学の協力を得て、大学の研究者の指導の下で

大学の研究施設を使用し、実験を行っている。

このようなピオネール宮殿での研究・学習サー

クルに少年少女を引き付げる手段の 1つは、少年

少女を対象とした研究コンクール「若い化学者」、

「若い物理学者J、「若い数学者Jのオリンピック
がある。学校閲のレベルから、地区、都市、州、

共和国レベルでのコンクールが行われ、すぐれた

成績を治めた者は専門桝目別に設置された英才専

門学校へ入学できる。このように、英才教育の選

抜にも、ピオネールが関与している点も注目され

る。

ソビエトは約 11 0の民族からなる多民族国家

であるため、広くソビエト全土に創設されたピオ

られている o たとえば、トルクメンの乗馬、バル

ト海沿俸のヨット、ウラルやシベリアのスキーの

外にアジア民族は格授、弓術など民族の伝統の普

及にもピオネ』ルの施設は大きな役割を果してい

る。

この様に、 19 3 0年代に創設されたピオネー

ル宮殿は、今日、ピオネールの活動の申心的な施

設となっている。

少年技術者ステーション

少年技術者ステーションは少年少女がピオネー

ル活動を通して糾学の基礎知識を学び、彼らに知

識欲、根気強さ、労働に対する創造的な態度とい

った将来のソビエトの工業と税学界を支えるソビ

エト国民に望まれる人絡を形成し、理数系の才能

を早期に発見することが設立の目的であ石。

少年技術者ステーションは地域の企業、工揚の

援助と協力によって聞かれている。スペルドロフ

スク州の企業、工場、研宛所、ソフホーズ、コル

ホ←ズは 10 0 0以上の若い技術者ステーション

の活動を援助している。マグンドコルスクの治金

コンビナートが援助する若い技術者ステーション

は 7カ所にも上り、それらは 43の実験室を持ち

172のサークル活動を実施しており、 1500 

名以上の子供達が参加している。

この少年技術者ステーションでは「税学と技術

のタベ」、 「学者や発明者との会合」、 「発明制

作コンクールJが行われているが、さらに、ソビ

エト全土を対象としたコンクールも開催されてい

る。 1931年には第 1回全ソ連邦子供技術者大

会、 1934年全ソ連邦模範技術コンクール、 1

9 3 5年第 1回全ソ連邦子供技術創作展覧会が開
かれ、今日でも継続されている。このように、社

会教育施設で子供達の学習の動機付けとして全国

規範のコンクールが開催されている点もソピエト

の社会教育の特長と考える。しかも、少年技術者

ステ F ションのサークル活動の指導のため、 19 

2 6年 11月 12臼には子供技術中央研究所がモ

スクワに設立され、指導者の研修会を開催すると

供に、子供を対象とした技術教育の指導法が研究

開発されている点からも、ソビエトにおいて社会

教育がいかに重視されていたかが縫察される。

ネール宮殿は各地域の文化と民族風土に綬づいた まとめ

活動も行っている。たとえば、タシケントのピオ ソビエトのピオネール組織は少年少女の諜外活

ネ F ル宮殿では大理石の彫刻、木版菌、民族楽穏 動組織として創設されて以来、社会主義諸国の児

の製作などのサークル活動がある。パルト海沿偉 室・少年少女の課外活動の原形となってきた。こ

地域ではコハク細工を、トルクメンではじゅうた のピオネール組織は、政府関係官庁と労働組合の

ん織などの民族の伝統工芸を学んでいる。一方、 官民合同の協力体制によって運営されるソビエト

各地の民族スポーツも近代スポーツと同様に教え の社会教育制度に基づいて運営されている点が特
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長である。このおかげで、少年少女の教育に教育 G. 
関係者ばかりでなく、社会を実際に支えている労

働者、さらには、高等教育機関に働く研究者が社

会教育に直接参加する道が開かれ、様々な活動を 7 
通して、子供と大人との心の通った交流が実現し

ている。子供達はこの体験を通じ、実社会を理解

CUCTeMaφU31I可ec!wroBOCrrUTaHIHI D 

CCCP， r.H.I{y!cYl!IKHH， H3，l¥aTC.1!bCTDO 
IIporpecc， 198斗.
:3 HI.i!fI(J10rre，l¥lIqeC KlI貴 CJlO!lapb]uIloro Crro-

pTC!1eaa， II3，1l，aTcJlbcTJlO IIc，1l，aronH"'I.， 
1979. 

し、さらに、自身の才能を自覚することによって G. lIapo/¥llOe 06pa30!larme D CCCP， B.̂.;lc-
生涯の職業を選択する。このように、少年期の課 IlIlKOD， H3，l¥aTeJlbCTDO IIc，l¥arorllKa，19心5.
外活劃が一過的なものではなく、生涯を遇しての ヲ BeJleHI!eBpel'IeHl!， B.A.II!loHI!H， H3，l¥aTe-

生き方にも深い影響を与えている点は社会教育の JlbCTBO 0U31(yJlbTypa 1I CrropT， 19o9. 
あり方について考えさせられる点である。特に、 10. 0可epKlIrro TeoplIlI !TH3H可OClCOi!]{YJlbTyphl， 
社会教育の運営に、企業と労働組合が深くたずさ Jl.II.HaTDeeD， H3，叩T巴品CTBa勺m町J1bTypa
わっているソビエトの制度は、市民レベルでの意

見を社会教育行政に反映させることを可能にし、

行政主導型の日本の社会教育と佑較し、民間にそ

の門声を開放している面で、市民にとって自由な

裁震が残されている民主的な制度となっている。

今後、ソビエトの社会教育制度は日本の社会教

育を考える上でも一考の価値があるものと考える。
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